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区分 6 月末 5 月末 12 月末 11 月末 10 月末 ９月末 ８月末 ７月末 ６月末 ５月末 ４月末 ２月末 12 月末 11 月末 

人口計 12,500 12,517 12,572 12,577 12,589 12,587 12,586 12,554 12,553 12,550 12,551 12,623 12,630 12,610 

人口(男) 6,211 6,220 6,245 6,254 6,260 6,258 6,262 6,250 6,250 6,250 6,258 6,289 6,300 6,293 

人口(女) 6,289 6,297 6,327 6,323 6,329 6,329 6,324 6,304 6,303 6,300 6,293 6,334 6,330 6,317 

世帯数 5,226 5,231 5,215 5,222 5,237 5,239 5,237 5,222 5,219 5,216 5,206 5,199 5,190 5,180 
 

6
月
16
日
、
青
少
年
健
全
育
成

推
進
市
民
会
議
坂
本
支
部
補
導
部

会
（
林
且
眞
支
部
長
）
が
坂
本
公
民

館
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
第
44
回

少
年
の
主
張
中
津
川
市
大
会
へ
出

場
す
る
坂
本
中
学
校
３
年
生
の
舩

坂
優
人
さ
ん
が
補
導
員
等
の
皆
さ

ん
の
前
で
発
表
を
し
ま
し
た
。 

 

タ
イ
ト
ル
は
「
本
当
の
家
族
の
大

切
さ
」
で
、
優
人
さ
ん
の
生
い
立
ち

を
交
え
つ
つ
、
自
身
が
家
族
と
触
れ

合
う
中
で
感
じ
る
本
当
の
大
切
さ

に
つ
い
て
語
り
、
参
加
さ
れ
た
会
場

の
皆
さ
ん
は
大
き
な
拍
手
で
称
え

ま
し
た
。
発
表
に
つ
い
て
「
発
表
の

内
容
を
聞
い
て
自
身
の
子
ど
も
と

の
向
き
合
い
方
を
も
う
一
度
考
え

て
み
た
い
」
、
「
時
代
の
流
れ
や
状

況
の
変
化
が
大
き
い
中
で
、
自
分
の

気
持
ち
を
認
識
し
て
発
表
で
き
た

こ
と
が
素
晴
ら
し
い
」
な
ど
様
々
な

意
見
や
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
も
、
家
族
の
大
切
さ
や
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
よ
う
に

し
、
人
を
大
切
に
思
う
心
を
持
ち
続

け
た
い
で
す
ね
。 

中
学
生
が
「
少
年
の
主
張
」
を
発
表 

 

青
少
年
健
全
育
成
坂
本
支
部
が
補
導
部
会
を
開
催 

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」 

 

青
少
年
健
全
育
成
坂
本
支
部
が
啓
発
活
動
を
実
施 

 

公
民
館
講
座
「
乳
幼
児
学
級
さ
か
も
と
キ
ッ
ズ
」
開
講 

 

坂
本
公
民
館
講
座
の
乳
幼
児
学
級
さ
か

も
と
キ
ッ
ズ
が
今
年
度
も
始
ま
り
ま
し

た
。
6
月
12
日
に
開
級
式
が
開
か
れ
、
学

級
生
（
親
子
6
組
12
名
）
の
皆
さ
ん
で
一

年
間
の
活
動
内
容
を
決
め
ま
し
た
。 

乳
幼
児
学
級
は
、子
育
て
中
の
親
同
士
が
、

一
緒
に
話
し
た
り
遊
ん
だ
り
す
る
中
で
、

子
育
て
を
学
ん
で
い
く
場
で
す
。 

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
く
か
も
自
分
た

ち
が
主
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
無
理
な
く
で
き
る
範
囲
で
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

な
運
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。
青
少
年

健
全
育
成
推
進
市
民
会
議
坂
本
支
部
（
林

且
眞
支
部
長
）
で
は
、
7
月
6
日
に
ス

ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
オ
ー
ク
ワ
中
津
川
店

駐
車
場
で
千
旦
林
地
区
の
推
進
員
、
保
護

司
な
ど
16
名
が
参
加
し
て
買
い
物
客
に

チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
啓
発
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
き
っ
か
け
に
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
を
知
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

 

7
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強
調
月
間
」
と
し
て
、
犯
罪
や

非
行
の
な
い
社
会
を
築
く
た
め
の
全
国
的 
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 8月の行事予定 

6日（水）  大型ごみの日※事前申し込みが必要です 

14日（木） 資源ごみの日（千旦林） 

20日（水） 資源ごみの日（茄子川） 

25日（月） 燃えないごみの日（千旦林） 

28日（木） 燃えないごみの日（茄子川） 

28日（木）   麦の穂ぴよぴよ広場 

31日（日） 中津川市総合防災訓練 

  

  

防
災
力
強
化
へ
！ 

坂
本
防
災
士
会
が
総
会
を
開
催 

公
民
館
講
座 

高
齢
者
「
は
な
の
き
大
学
」
始
ま
る 

 

6
月
12
日
、
坂
本
公
民
館
講
座
「
は

な
の
き
大
学
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年

大
勢
の
受
講
者
で
賑
わ
う
こ
ち
ら
の
講

座
は
、
年
間
を
通
じ
て
坂
本
地
区
の
お

年
寄
り
が
、
元
気
に
明
る
く
活
動
で
き

る
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。 

初
回
は
生
活
習
慣
病
の
ひ
と
つ
で
あ

る
癌
を
題
材
に
し
て
、
薬
剤
師
で
「
ぬ
く

た
ぁ
カ
フ
ェ
中
津
川
」
の
主
宰
者
で
も

あ
る
、
隅
田
美
紀
氏
を
講
師
に
招
き
、
癌

や
薬
と
の
付
き
合
い
方
の
話
、
ま
た
ギ

タ
ー
の
弾
き
語
り
も
あ
り
、
皆
さ
ん
楽

し
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

毎月第 3日曜日は「家庭の日」 

中津川市青少年健全育成推進市民会議 

 

 
ちいきの なかまと こどもかい pp 

坂
本
財
産
区
議
員
が
山
林
の
手
入
れ 

7
月
4
日
、
坂
本
財
産
区
議
員

（
工
藤
俊
秋
議
長
）
の
皆
さ
ん
が
、

根
ノ
上
保
古
山
周
辺
の
区
有
林
の
下

刈
り
作
業
や
林
道
沿
い
の
草
刈
り
作

業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

毎
年
、
区
民
の
大
切
な
山
の
維
持

管
理
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

当
日
は
、
日
差
し
の
厳
し
い
中
で

の
作
業
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

 

 

「
送
り
神
（
虫
送
り
）」
の
祭
事

は
、
早
朝
、
辻
原
地
内
の
白
山
神

社
境
内
に
祀
ら
れ
て
い
る
津
島

様
を
総
代
が
参
拝
し
、
そ
の
後
、

幣
束
を
絶
対
下
に
置
か
な
い
よ

う
各
家
庭
（
各
部
屋
を
回
り
）
に

リ
レ
ー
方
式
で
廻
し
、
疫
病
神
を

幣
束
に
乗
せ
、
最
後
の
家
庭
は
津

島
様
に
幣
束
を
戻
し
ま
す
。
午
後

に
は
、
総
代
と
子
ど
も
会
親
子
が

「
送
り
神
道
中
唄
」
を
歌
い
な
が

ら
辻
原
霊
場
一
番
札
所
に
幣
束

や
藁
人
形
を
納
め
ま
す
。 

 
辻
原
で
「
送
り
神
（
虫
送
り
）」
が
行
わ
れ
ま
し
た 

 

辻
原
地
域
に
は
「
送
り
神
（
虫
送
り
）」
の
風
習
が
今
も
残
り
、

7
月
13
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
名
古
屋
市
博
物
館
の
高

石
学
芸
員
が
全
国
的
に
少
な
く
な
っ
て
き
た
「
送
り
神
（
虫
送
り
）」

の
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。 

昨
年
7
月
18
日
に
「
坂
本
防
災
士
会
」

を
設
立
し
、
地
域
の
防
災
力
向
上
を
目
指

し
て
活
動
を
開
始
。
初
年
度
は
家
具
の
転

倒
防
止
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
年
度
は

防
災
力
強
化
の
た
め
、
新
た
に
ヘ
ル
メ
ッ

ト
、
ベ
ス
ト
を
導
入
し
、
よ
り
実
効
性
の

あ
る
活
動
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。
坂
本
地
区
内
の
防
災
士
が
連
携

し
、
よ
り
安
全
で
安
心
な
地
域
づ
く
り
の

活
動
を
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
坂
本
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 


